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１．研究計画の概要
本研究では、15 世紀に作成された聖地巡礼

記を網羅的に分析し、そこから十字軍観・イ
スラーム観に関する情報を抽出し、その情報
を聖地巡礼記全体の文脈で問い直すことに
よって、ヨーロッパ世界ではいかなる十字軍
観・イスラーム観が見られたのか、およびそ
の変遷を見ることを主たる目的としている。
この目的を果たすために、約 250 を数える 15
世紀の聖地巡礼記を三つの時期で区分し、始
めの 3 年間において順に史料の分析を行い、
最終年度においては 3年間の分析の結果につ
いての考察を行う。

２．研究の進捗状況
史料の分析は、当初の予定通り 3 年目まで

に完了している。４年目となる本年度におい
ては、現在これまでの史料を分析の結果を踏
まえて考察を行い、全体像の把握に努めてい
る最中である。

３．現在までの達成度
当初の計画以上に進展している。本研究が

目的とする範囲においては計画通りの達成
度であると言えるが、考察を進める中で生じ
た本研究の範囲外の考察（4～14 世紀の聖地
巡礼記との比較）もすでに完了していること
から、現在までの達成度は当初の計画以上に
進展していると言える。

４．今後の研究の推進方策
基本的には、当初の計画通りに研究を推進

していく。その中で余力があれば、現在まで
の考察の中で生じた新たな問題関心（聖墳墓
の騎士に関する考察）についても考察を行い、

本研究を異なる側面から照射したいと考え
ている。
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